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旅行者が主役になれる空間演出
体験型消費の新たな方向性示す

北海道

洞爺湖町
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ブル経済の崩壊による観光客の

激減も、地域全体の努力により

乗り越えてきた。

しかしながら、市場の志向性

が大規模団体旅行から個人．小

グループ旅行へシフトしたこと

による大型ホテルの苦戦や、世

界同時不況の影響などによって、

07年以降観光客の減少が続き、

１１年はピーク時（93年）の半

数以下となっている（グラフ)。

こうした中、官民の枠を超え

た地元有志の発意により、若者

に楽しんでもらえるイベントを

開催し、温泉街に活気を取り戻

そうという趣旨で、２０１０年に

フェスタが始まった。

フェスタでは観光まちづくり

に関するフォーラムや声優ショ

ー、マンガの原画展など盛りだ

くさんのプログラムが実施され

たが、中でも前代未聞の催しだ

ったのが、温泉街全域をコスプ

レイベント会場としてしまうと

いう「温泉街まるまるコスプレ

会場」であった。旅行者が自分

の好きなキャラクターになりき

って、主役として物語世界に浸

れる場を用意したわけだ。

この企画に対しては当初地元

でも様々な意見があった。そこ

を主催者は、事前に住民説明会

を開催したり、参加者に対して

沿って主役を演じられるかどう

か、さらに他の登場人物とのコ

ミュニケーションを通して、い

かに感動的に物語を展開できる

かどうかが重要なのである。そ

してそのための舞台とストーリ

ー、演出をどうするかが地域に

とっての課題となる。

温泉街全域をイベント会場に

こうした点から見て注目すべ

き事例に、洞爺湖温泉（北海道

洞爺湖町）の「ＴＯＹＡＫＯマン

ガ・アニメフェスタ」（同フェ

スタ事業推進委員会・洞爺湖温

泉観光協会主催）がある。同フ

ェスタは、２０１０年６月に洞爺

湖温泉誕生１００年記念事業の

一環として開催され、その後、

毎年６月に行われている。

そもそも洞爺湖一帯は、

１９４９年に国立公園指定を受け

た後、高度経済成長期に大きく

発展した温泉街である。７７年、

ＯＯ年の２度の有珠山噴火や（

』

温泉街の歩行者天国で交流するイベント参加
者たち（加藤康子氏撮影）
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(出所)洞爺湖町集計の数値を基に韮者作成。
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運営体制の強化と地域資源と

の連携が今後の課題だろう。実

はこれだけのイベントを数人の

中核スタッフとボランティアで

動かしているのが現状だ。その

能力は賞賛に値するが、今後継

続・拡大するに当たっては、地

域社会の幅広い支援が必要不可

欠になる。またイベントをきっ

かけとして、洞爺湖独自の資源

に対する理解を深められる仕掛

けも必要となろう。これまでは

立ち上げ期であり、主催者も参

加者もイベントが最終目的とな

っている感があった。今後はイ

ベントファンを地域そのものの

ファンに育てていく時期だ。地

域側には十分その潜在力がある。

大いに期待したい。回

誰もが主役の空間を演出

初年度の成功は大きな話題を

呼び、翌１１年６月の第２回フ

ェスタでは、２日間の来場者総

数は7000人（うちコスプレ参

加者１２００人）と前年比倍以上

の伸びを示した。本年も６月

２３，２４日の開催が決定してい

る。

実はこのイベントが成功した

重要なポイントは２つある。１

つは温泉街全体という公共空閏

が舞台であったこと。もう１つ

は参加の敷居を下げ、初心者大

歓迎という方針を採ったことで

ある。

通常、コスプレイベントは公

共空間とは隔離された特定の会

場を使い、一般大衆の視線から

は遮断された形で行われる。し

かもコスプレイベントの常連を

対象に開催することが多い。し

かし洞爺湖は、温泉街全域とい

う公共空間を舞台に、初心者に

も積極的に参加を呼びかけて開

かれた。つまり、通常はマーケ

ットとして想定しない層を、潜

在的マーケットと位置付け、取

り込むことに成功したのだ。

そのために、主催者自身が率

先して手づくりの衣装でキャラ

クターになりきったり、初心者

向けのコスプレ講習会も開いた。

さらにフェスタではコスプレ初

心者を対象としたコスプレコン

テストも行い、単にコアなコス

プレファン向けのイベントでな

いという雰囲気づくりが徹底し

て行われている。また公共空間

でイベントが開催されるため、

様々なキャラクターの扮装をし

て楽しそうに歩く参加者を、一

般の参加者や住民も目にするこ

とになる。こうして年々、楽し

そうだからやってみよう、とい

う初参加者が住民も含め増えて

いるのだ。

広い公共空間を舞台とし、初

心者もコアなファンも同時に楽

しめるコスプレイベントは全国

的にも例がない。この事例は旅

先という空間で、誰もがストー

リーに沿って主役を演じられる

という、「体験型消費」の新た

な方向性を示すことに成功した

のだ。

|ま公序良俗に反さないよう詳細

なルールを事前告知したりと、

地域・参加者双方に理解を求め

た。またイベントの準備から実

施まで、道内各地でコスプレイ

ベントを開催している団体の協

力・助言を得ることで、きめ細

かな対応を可能とするとともに

フェスタ当日は主催者が絶え間

なく会場の巡回を行った。

その甲斐あって大きなトラブ

ルもなく、来場者数は、道内の

若者を中心に２日間で３０００人

（うちコスプレ参加者300

人）と、当初の予想を大きく上

回った。この成功により、年１

回のイベントとしてフェスタを

継続することが決定した。

L今後のポイント ノ


